
合意形成ツールとしての都市構造可視化
～幸手都市計画区域事務連絡協議会研修
会での活用～
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１.幸手市の状況把握（人口）

2都市再生自治体等交流会議i-

幸手市の人口分布についてGoogle Earthにて可視化します。

図表等

都市構造可視化計画
Webサイトにおいて活用で
きるデータを紹介します。



２.幸手市の状況把握（市街地）

3都市再生自治体等交流会議i-

幸手市の市街化の拡散についてGoogle Earthにて可視化します。

都市構造可視化
計画Webサイトにお
いて会員登録して、
活用できるデータを
紹介します。



３.幸手市の状況把握（福祉・医療・商業施設）

4都市再生自治体等交流会議i-

福祉・医療・商業施設について可視化します。

ここでは、予めCSVファイルに
入力した位置情報をGoogle 
Earthに取り込んで作成した図
面を紹介します。



４.居住誘導区域の検討

5都市再生自治体等交流会議i-

福祉・医療・商業施設の分布から居住誘導区域を検討します。



５.居住誘導区域の設定

6都市再生自治体等交流会議i-

先ほどの分布と住居系用途地域を重ね区域設定を行います。

ここでは、CSV
から取り込んだ
分布図と会員
登録にて利用
できるデータ
（用途地域）を
重ね、居住誘
導区域を検討
しました。

（クリーム色が居住誘導区域）



６.都市機能誘導区域の設定

7都市再生自治体等交流会議i-

大型商業施設・救急指定病院を抽出し同様の検討を経て区域設定します。

ここでも、CSVか
ら取り込んだ分布
図と会員登録にて
利用できるデータ
（用途地域）を重
ね、都市機能誘
導区域を検討しま
した。

（赤色が都市機能誘導区域）
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